
第２デイサービス
センター

東京都品川区上大崎
3-10-7
TEL 03-5447-5363

庄内の里第2デイサービス・
愛生苑・鳩の丘

東京都品川区上大崎3-10-7
TEL 03-3440-6311

神奈川県横浜市栄区田谷町1364-2
TEL 045-852-0012

名古屋市北区安井1-10-10
TEL 052-981-4165

名古屋市緑区黒沢台5-211
TEL 052-876-2611

名古屋市北区五反田町108-2
TEL 052-901-7621

名古屋市西区中小田井3-389
TEL 052-504-3301

第２デイサービス
センター

愛知県丹羽郡大口町下小口6-124-2
TEL 0587-95-8151

名古屋市守山区上志段味東谷2074-3
TEL052-739-1155

名古屋市昭和区安田通2-4-2
TEL 052-762-1638

名古屋市守山区桜坂5-114
TEL 052-736-2368

名古屋市東区筒井1丁目2-1-1
TEL 052-938-0065

名古屋市西区中小田井5-240
TEL 052-509-7717

名古屋市北区鳩岡町1-7-20
TEL 052-916-3755

名古屋市西区中小田井2-98
TEL 052-505-1165

名古屋市北区中味鋺2-207
TEL 052-903-0729

名古屋市北区萩野通1-26-1
TEL 052-916-5758

〒462-0025 名古屋市北区鳩岡町1-7-20
TEL 052-916-3759　FAX 052-916-3764  jimukyoku@aiseifukusikai.jp法人事務局

事業所内託児所事業所内託児所

東京
品川区立上大崎
特別養護老人ホーム

名古屋市西区五才美町95 ファイビービル 1F
TEL 052-938-8880

横 浜横 浜

お気軽にお問い合わせください

0120-03-1165
担当 / 村尾

管理栄養士として利用者様の健康を支える責任
の重さを痛感するとともに、食事が生きる活力
となることを改めて実感する１年でした。今後
は利用者様にとって、食事がもっと楽しみになり、
心身ともに充実していただけるような工夫を取
り入れていきたいと考えています。
　良き仲間と一緒に働くことができ、毎日が学
びと発見の連続です。施設全体の質の向上に
栄養面から貢献できるよう努力を続け、私自身
も成長してていきたいと思っています。

 愛生福祉会
人財開発プロジェクト
Human resource development project

私たちと一緒に働きませんか？
介護・看護・ケアマネージャーなど
幅広い職種を募集しています。
条件等の詳細につきましては「愛生福祉会募集要項」と
ご検索下さい。 まずはお気軽にお問い合わせください。

随 時

施設見学
対応中

春号
令和7年

社会福祉法人 愛生福祉会
www.aiseifukusikai.jp

VOICE
of persons

令和７年度 新入職員紹介
田谷の里が「厚生労働省/SAFEコンソーシアムAWARDS」パール賞授賞
お花見特集「桜まつりアルバム」
特定技能制度
介護福祉士合格者紹介
永年勤続表彰

愛生福祉会 新入職員 / 令和7年４月１日



特定技能制度

　愛生福祉会では現在、上大崎と田谷の里にインドネシアから６名・ベトナムから２名・バングラデシュから１名
の合計９名の方が制度を利用して来日中で、さらに６月までに両施設とも２名の増員が予定されています。
　皆さん一様に、日本語の習得や食事の違い、冬の寒さに苦労しながらも、自国とは違う日本の文化や四季の移
ろいを楽しんでいるようで、特に時間に正確で発展した交通網の便利さにとても驚いたと語っていました。
　在留期間は５年間となりますが、その間に介護福祉士の資格を取得することが出来れば、引き続き日本で介護
の仕事をすることが可能となるため、皆さん資格取得を目指して日々奮闘中です。まずは利用者様ともっと上手
くコミュニケーションを取るために、早く日本語を使いこなせる様になりたい、そして介護福祉士に合格し、後
輩たちの不安を解消できるようサポートしていきたいと抱負を語ってくれました。

日本の深刻な人手不足の状況に対応するため、一定の専門性・技能を持った即戦力となる外国人
を受け入れることを目的とした制度で、２０１９年から開始されています。 桜
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令和７年４月１日、愛生福祉会入社式を鳩の丘にて執り行いました。
決意と期待と少しの不安を胸に、２０名の新入職員が新たな一歩を踏み出しました。入社式
では緊張の面持ちで理事長から辞令を受け取っていた新入職員も、式典を終え桜の木の下で
配属先の施設長と挨拶を交わし、記念撮影をする頃には笑顔がこぼれていました。そんな
初々しい皆さんに意気込みを聞いてみましたので、ご紹介します。

新入職員紹介
令和7年度  愛生福祉会



〈職員の労災防止活動〉
田谷の里
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令
和
7
年
度

介
護
福
祉
士
に
合
格
し
ま
し
た
。

介
護
福
祉
士
は
専
門
知
識
と
技
術
を
活
か
し
て
利
用
者
様
の
身
体
上
・
精
神
上
の
ケ
ア
、
現
場
職
員
の

指
導
や
育
成
を
行
い
ま
す
。
愛
生
福
祉
会
で
は「
介
護
職
員
初
任
者
研
修
」と「
実
務
者
研
修
」に
必
要

な
費
用
を
法
人
が
全
額
負
担
し
未
経
験
者
で
も
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

勤続 35年になる更家さんは法人最初の施設である愛生苑の設立
当初から厨房長として、当法人の特色とも言える「美味しい食事」で
愛生福祉会を支え続けてきました。また後進の育成にも尽力し、
その功績を称え、35年間苦楽を共にしてこられた増井会長から感
謝の言葉と記念品が手渡されました。
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永年勤続表彰者代表
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